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分析プラットフォームとは ～広がるプライベートDMPの導入



ALBERTご紹介 ～高度な分析力～

ALBERTは日本唯一の統計専門の研究所である統計数理研究所や理化学研究所での研究をバックグラウンド
とするアナリストが多数所属しており、高度な分析力でクライアントの企業価値向上を実現しています。



アドホック分析と自動分析

アドホック分析 自動分析

仮説に基づいて様々な角度からデータを
分析し知見を得る分析。

マーケティングオートメーション実現す
るために、データを自動分析する。
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集計分析 高度な統計解析
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BIソフトで
自社分析

データ分析を大きく分けると「アドホック分析」と「自動分析」に分けられます。プライベートDMPに
実装されるデータマイニングエンジンは人手を介さない自動分析を担います。一方でアナリストが様々
な仮説に基づいてアドホックな分析を行うには「分析プラットフォーム」の構築が必要です。

分析
アウトソーシング
ALBERTの分析官が

分析を担当
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クラウド版アドホック分析プラットフォーム

統計解析ソフトを活用することで、アドホック分析環境をクラウド上に構築することができます。クラ
ウド環境にあるため、アナリストが同じ環境にアクセスし、分析やデータクリーニングのご支援を請け
負うことも可能です。

DWH

アドホック分析プラットフォーム

データサイエンティスト

アドホック分析

クラウド環境で同じデータに
アクセスし、分析手法の選択
やデータクリーニングをサ
ポート

利用企業 ALBERT

データ連携

各種既存データ

アナリスト

レポート閲覧

レポート閲覧

クラウド環境でデータマイニ
ングや集計などアドホック分
析を実施

分析結果やレポートをクラウ
ド環境で閲覧

アドホック分析
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ジョンソン・エンド・ジョンソンでの活用事例



J&J(ビジョンケアカンパニー）での活用事例
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DWH及び統計解析ソフトウェアのクラウド環境構築を請負うと共に、同環境にALBERTのアナリストがア
クセスし、分析支援を継続的に行っています。

ALBERTJJ VCJ



会社紹介

・1991年に国内で初めて使い捨てコンタクトレンズを発売

・国内トップシェア

・1日使い捨て/2週間使い捨て/乱視用/老視用/サークルなど13製品



私の部門と仕事のご紹介

Commercial Operations & Strategy

Intelligence for Business Innovation 

Senior Analyst (?)

• 多角的に、部分だけでなく全体も（いろいろなデータで）みる

• データドリブンな意思決定をサポートする

• 質の高い遂行をサポートする (PDCA)



360 ° マルチステークホルダーな仕事

Key Deliverable
• 目標設定とKPI設計
• PDCA設計とトラッキング
• テスト設計
• アドホックなデータフィード
• 分析
• 経営陣向けレビュー
• 経営陣向け提案・提言

How to Deliver
• 知見/考察を出す
• 一緒に考えて問題を特定する
• 解決策も一緒に考える
• 分析以外の仕事もやる
• 部門埋め込み型のアナリストとも連携

なぜ分析プラットフォームを作ろうと思ったのか

発表スライドのみ



分析プラットフォーム導入の背景

• 既存のデータソースや分析手法の限界
• 既存のツール（Excel/Access)の限界
• 無邪気に増えていくデータ達
• 無邪気に増えていくステークホルダーの数
• 無邪気に増えていくプロジェクトの数
• 限られたリソース

やり方を変えよう

• 機械化・自動化で既存の業務を効率化
• 空いた時間は、高度な分析や考える時間に使う
• 空いた時間で、プロセスを作る
• 空いた時間で実務者と一緒に考える（自社所有の分析部門ならではの強み）

やってみてわかったこと

ソリューション

発表スライドのみ



Board会議

プロジェクト会議

数字報告会議

P

D

C

A

意思決定プロセスの改良

シミュレー
ション

分析

分析

トラッ
キング

分析プラットフォーム
×

自社保有の分析官
×

社外のパートナー

レポート

目的に応じて柔軟にデータを使い分ける

発表スライドのみ



分析プラットフォームに入れているデータ

まずは社内の既存データで重要なものをDWHに投入
定常的に使えるデータは取込みを自動化
社外のデータもコツコツと足しながら柔軟に修正

アドホック
分析プラットフォーム

CRMSITE

Research

Retailer
Profile

Campaign

Product
Sales

EC

Market
Share

Ad 
Performance

Audience
Data

Finance

発表スライドのみ



分析プラットフォームの構成

Visal
Mining 
Studio

SQL 
Server

AWS

実務者が使いやすい形で提供

発表スライドのみ
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分析プロジェクト例

得意先分類
CRM

顧客分類
購買行動
分析

メディア
効果測定

EC入力フォーム
のエラー検知
ロジック作成

ROI
分析

売上/利益
予測

価格感度
分析

サイト
導線分析
発表スライドのみ
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分析プラットフォーム デモ

実演
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分析結果活用事例
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RFM分析を用いたロイヤルカスタマー分析の例

3次元での分析は煩雑なのでFR分析、FM分析など2次元で行なうことが多い
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RFMクラスター分析のイメージ

3次元のイメージは以下のようになっていると考えられる。



購買データを用いた顧客クラスター分析例
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分析の目的と分析ステップについて
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【分析の目的】
会員の購入履歴を分析することにより、購買行動に則した会員アプローチを検討する。
とりわけ、ロイヤルカスタマー会員の位置付けと、ロイヤルカスタマの購買傾向や属性情報を明らかにする
ことにより、会員をロイヤルカスタマ化させる施策を検討。
下記のステップでデータ分析を実施。

基本分析（データの基本的な情報を把握）

RFM分析

RFM分析結果のスコアを用いて顧客をクラスタリング

ロイヤルカスタマーの決定

ロイヤルカスタマー／非ロイヤルカスタマーの属性情報集計

RFM分析・ロイヤルカスタマー分析と
その結果活用・施策事例紹介

発表資料のみ


